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研究成果の概要（和文）： 

経済連携協定による外国人看護師・介護士候補生の受け入れが開始され、医療保健福祉の現場
における文化の多様性がより広まるなかで、互いの文化の違いを認識し尊重する文化的感受性
をもつことが重要となる。本研究は、文化的感受性を高めることを目指し、文献検討と国内外
の外国人職員受け入れ経験者、外国人職員からのインタビュー結果をもとに介護保険施設にお
けるケア管理ガイドラインを作成した。ガイドラインの構成は、共通項目、と職員別の項目（管
理職、日本人職員、外国人職員）とした。ガイドラインは、エキスパートパネルを実施し実用
性、汎用性の検討をおこないその結果をもとに修正と洗練に取り組んだ。今後は現場における
試用とその効果を検討し、実用性を高めていく必要がある。 

 
研究成果の概要（英文）： 
In order for foreign and Japanese staff with different cultural backgrounds to work 

collaboratively in long-term elderly care settings, it is important to maintain attitudes that 

understand and respect each other’s culture. Objective of the study was to develop a 

guideline for improving cultural sensitivities among care staff and managers working in 

elderly long-term care facilities. By reviewing related literature, and conducting interviews 

of nursing/care managers, care workers with experiences in accepting foreign staff, foreign 

care workers, and intercultural nursing experts in order to identify guideline components, 

the guideline consisted of general components and components for each staff level was 

developed. The guideline was revised by conducting expert panel for practical uses. Trial 

use of the guideline in long-term care facilities to examine its practicality will be needed in 

order to refine the guideline. 
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１．研究開始当初の背景 

 人口の高齢化に伴い継続した介護を要す
る高齢者が増加の傾向を示している（後藤，
2008）。また、家族構造の変化とも相まり、
入居型の介護保険施設へのニードが高まる

なか、直接的な介護を担う介護職の人員不足
や離職率の高さが問題となっている（ヘルス
ケア総合政策研究所，2008）。 

 日本政府はインドネシアとフィリピン政
府との間に経済連携協定（以降 EPA：
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Economic Partnership Agreement）を締結
し、平成 20 年よりインドネシア人看護師・
介護福祉士の候補生の受け入れを開始し、翌
年にはフィリピンからの候補生受け入れを
開始した。また、深刻な介護職不足により
EPA に関わらず介護保険施設が個別に外国
人介護職の雇用を進めている場合もある。こ
のような背景のなか、外国人が介護職として
自分の文化的背景と異なる日本で働くにあ
たり、コミュニケーションに関する問題や習
慣、高齢者や家族への認識の違いによる問題
が生じやすいとされており、これらを踏まえ
た実践レベルでの教育、働くためのルールの
構築、受け入れ側の管理サポート体制が重要
であるとされている。 

 外国人介護職が日本社会や高齢者ケアの
現場に適応するためには、このような問題を
抱えうることを考慮したうえで対策を講じ
ることが重要となる。文化的要因によって起
こる問題を最小限にし、外国人看護介護職が
日本文化を理解し適応する能力を高め安全
に職務を遂行し生活していけるよう、また、
施設側の管理体制の構築のためにも現場で
活用可能な基本的資料やガイドライン開発
の必要性は高いと考えられる。 
 

２．研究の目的 

本研究の目的は、文化的相違により起こり
うる問題に焦点をあて、介護保険施設におけ
る外国人介護職・日本人職員、管理者の文化
的感受性を高めることを目指したケア管理
ガイドラインの開発、そして実用性、汎用性
を高めることである。 

現場レベルでの本ガイドラインの活用に
より、互いの文化的感受性を高め、外国人介
護職の日本文化への適応の促進、日本文化に
おける高齢者介護の理解や実践能力の向上、
施設側の外国人への理解の促進や管理サポ
ート体制の構築を目指す。もって介護保険施
設の高齢入所者へのケアの質の向上へと資
する。 

 

用語の定義 

外国人介護職：日本以外の文化圏で生まれ育
ち日本語を母国語としない、介護福祉士、ヘ
ルパー等、介護保険施設に勤務し入所者への
直接的介護を職務とする人。本研究では介護
資格の有無は問わない。 
介護保険施設：介護老人保健施設（以下老健）、
介護老人福祉施設（以下特養）、療養型医療
施設等、長期的かつ継続した看護や介護を必
要とする高齢者のための入所型の施設。 
文化：衣食住や道徳、信仰、芸能、政治、経
済など特定の国や地域、集団において長期に
わたって形成されてきた習慣や社会的構造。 
文化的感受性：自分の背景とは異なる文化を
感じ取り受け入れる能力。 

３．研究の方法 

（１）国内外の介護医療の現場における外国
人職員の実態、経験、に関する文献の検討 

（２）英国における外国人看護・介護職への
教育・管理・サポートシステムの実際の視察
と外国人看護・介護職教育担当者へのヒアリ
ングの実施と内容分析の実施 

（３）外国人介護職を受け入れている介護保
険施設管理職、日本人職員、在日外国人介護
職、へのインタビューと内容分析の実施 

（４）上記により、外国人介護職の日本人高
齢者への介護実践とその管理サポート体制
に関する概念枠組みを構築しガイドライン
構成要素の構築とガイドライン案の作成 

（５）ガイドライン案に対するエキスパート
パネルの実施によるガイドライン案の修正
と洗練 

 

倫理的配慮： 

本研究は、千葉大学大学院看護学研究科倫
理審査委員会の承認を得て実施した。 

インタビューに際し、対象の研究への任意
での協力、中止・中断・取り消しの権利の保
障、匿名性の保持、データ保管方法の徹底、
に留意した。また、外国人介護職へのインタ
ビューに際し、依頼文書の日本語表記を簡便
にし、振り仮名を用いた。対象の日本語能力
に応じ、簡便な日本語での説明や質問を行う
と共に、必要時英語の使用などをおこなった。 

 

４．研究成果 

（１）文献検討 

Web 版 CINAHL と MEDLINE を用い
1999年から 2010年 5月までに発表された文
献 の う ち 「 Overseas Nurse 」「 Foreign 

Nurse」「Migrant Nurse」「Internationally 

Recruited Nurse 」 と 「 Experience 」
「Adaptation」のキーワードを掛け合わせて
検索を実施した．検索された文献を精読し，
外国人看護師が受入国における適応過程に
おける経験と適応を促進する支援について
過程（移住前，移住直後，職務開始後，継続
的）にそって検討をし、以下表１．2．の結
果をえた。 

これら文献における外国人看護師の多く
は英語で教育を行う国出身の看護師であっ
たが、言語や文化的側面での困難感なネガテ
ィブな経験が示されていた点からも、言語や
文化的な感受性を高めながら適応できるよ
う支援を行う重要性が示唆された。 

また、母国から離れた外国で実践をおこな
うことは，経済的な理由からのみでなく、自
己のキャリアや教育の機会等多くの期待を
抱いていることが示された。ここからも外国
人看護・介護職が日本における実践に対して
抱く期待やモチベーションへの理解や認識
を受け入れ側が理解し、労働力としてのみで



 

 

なく、専門職者としての成長に向けた支援体
制の構築が示唆された。 

 

表 1. 受け入れ国での適応過程における経験 

時期 
職務上の経験  生活上の経験  

移住前 
外国で働くことへのモチ

ベーションや期待 

  

渡航前準備 

移住 
直後 

就労に関する問題 言語の問題 

新たな環境への適応の

困難さ 

職場外での生活 

職務 
開始後 

母国との看護師の役割・

社会的立場・期待の相違 

母国との距離感 

母国との実践内容の相違    

新たな技術の習得   

同僚からの拒絶   

施設や同僚からの支援   

達成感   

継続的 

差別やハラスメント 言語の問題  

言語の問題 移住国の文化への適

応  

組織文化や労働文化 へ

の遭遇 

社会からの疎外感 

外国人としての存在 より良い生活 

同僚や患者からの支援   

 

表 2. 適応を促進する支援の内容 

時期 職務上の支援  生活上の支援  

移住前 就職前準備   

移住 
直後 

導入プログラムの構築と 

実施 

職場外の生活におけ

る情報提供（住居、宗
教関連）   文化的相違の明確化と教育 

職務 
開始後 

病棟における技術支援   
ケアに対する意識の相違へ

の理解 

受け入れ国における実践に
関する教育と情報の提供 

継続的 

病棟における継続的支援   
外国人看護師のもつ知識や

技術の尊重 

母国で実践可能であった技

術（留置針挿入や尿路カテ
ーテル挿入等）の実施にむ
けた体制づくり 

公平な昇進・昇給の機会の
付与 

外国人看護師を雇用するた
めの基準の設定 

外国人看護師の経験する
困難への理解 

外国人看護師の倫理的な

雇用 

文化的感受性「cultural sensitivity」に関
する文献の検討をおこない、Papadopoulos

ら（2006）による cultural competence 形成
モデルにおける 4 段階（文化的認識・文化的
知識・文化的感受性・文化的能力）の 3 段階
目として示されている文化的感受性の構成
要素（共感、対人コミュニケーション、信頼、
尊重、是認、適切性、文化的感受性へのバリ
ア）を参照し、本ガイドラインの構成要素を

検討した。 

 

（２）英国の医療保健福祉施設における外国
人職員受け入れの教育体制と文化的対応 

 外国人看護師向けプログラムを開講する 4

大学のプログラム責任者へのヒアリングを
実施した。英国では、看護助産協会（Nursing 

and Midwifery Council）が資格認定を行っ
ており、候補者の出身国における基礎教育内
容と臨床経験に応じ、プログラム受講期間が
定められる。協会によって構築されたプログ
ラム内容に添い、学内でのレクチャーや課題
への取り組みと、ナーシングホームや病院に
おける臨地実習を並行して行なっていた。ヒ
アリングを行った大学では、主にフィリピン
やインド、アフリカからの看護師がプログラ
ムを受講していた。 

 プログラム担当者は、多様な文化的背景を
持つ外国人看護師候補者が英国で働くにあ
たり、知識や技術、制度、言語等に関する教
育に加え、文化的側面に配慮した内容として、
＜英国における高齢者ケアのありよう＞＜
家族のありよう＞＜社会的背景＞＜人口統
計的背景＞といった【英国の高齢者ケアの背
景】や＜英国人の気質＞＜英国人のコミュニ
ケーション方法＞＜対人距離＞＜他者の信
念や意志の尊重＞等の【ケア提供に必要な英
国の文化的傾向】についての知識の提供や、
＜英国と自己の文化との違い＞＜外国人と
して感じる不安＞＜英国における希望＞な
どの【外国人としての経験の共有と言語化】
をおこなっていた。また、＜アサーティブな
態度＞＜自身の意見の言語化＞＜対象の意
見の尊重＞＜対象の権利の尊重＞＜共通言
語の使用＞などの【専門職としての態度・姿
勢】についても共有が行われていた。 

  

（３）介護保険施設における外国人職員受け
入れと文化的対応 

①日本人管理職へのインタビュー 

外国人看護職や介護職を受け入れた経験
を持つ医療施設の看護管理者と介護保険施
設の外国人受け入れ担当管理者 2 名へこれま
で受け入れの経緯や準備、受け入れ前や受け
入れの経過における問題や工夫、についてイ
ンタビューを行った。 

管理者は、日本人職員に対しては＜職員の
文化的背景や特徴の伝達＞＜違いの存在の
認識に向けた働きかけ＞＜違いの受け入れ
に向けた働きかけ＞＜言動の背景にある文
化の認識＞＜相談への対応＞などの【相互の
認識への支援】や、＜受け入れのビジョンの
伝達＞＜受け入れの組織的社会的意義の伝
達＞＜受け入れによる現場実践への意義の
伝達＞＜各職員へのねぎらい＞などの【長
期・短期的な意義の明確化とモチベーション
の維持】にむけた働きかけ、＜複数回にわた



 

 

る利用者・家族への説明＞＜利用者・家族か
らの反応の把握＞＜外国人職員や母国の紹
介＞など【利用者・家族からの理解の促進】
をおこなっていた。 

 

②日本人職員へのインタビュー 

特養、老健に勤務する外国人看護職への教
育支援を担当する日本人職員 2 名に対し、受
け入れ前や受け入れの経過、教育における問
題や工夫についてインタビューをおこなっ
た。 

教育担当者は、外国人職員に対し＜介護を
理解することへの支援＞＜勤務上のルール
遵守への支援＞＜会話、身振り手振り、絵を
交えた介護業務の教育＞＜国家試験勉強の
支援＞の【職務への適応に向けた支援】や、
＜宗教的環境の整備＞＜交通機関利用方法
の伝授＞＜日本語学校の紹介＞＜外国人コ
ミュニティーの紹介＞などの【日本生活への
適応に向けた支援】をおこなっていた。また、
日本人職員に対し＜外国人職員の母国を知
る機会の提供＞＜出身国の国民性や傾向の
情報収集とスタッフ間での共有＞＜言葉で
伝えることの重要性の共有＞＜外国人職員
の習慣を尊重する意識の共有＞【外国人職員
を知るための基本的知識の共有】をおこない
＜外国人職員の態度・姿勢の他職員へのよい
刺激＞＜日本人職員の教育能力の向上＞＜
日本人職員のコミュニケーション能力の向
上＞など【外国人職員と働くことによるよい
影響】を経験していた。 

 

③外国人介護職員へのインタビュー 

特養と老健に勤務するフィリピン人 EPA

候補生 2 名、インドネシア人 EPA 候補生 2

名へ日本語でのインタビューをおこなった。
4 名全員が母国において学士号を取得してお
り、うち 3 名は母国での看護師資格を有して
いた。全員が来日まで介護職としての経験は
なかった。来日の経緯、来日前後の準備、日
本の高齢者施設で働くことへの思い、困難、
良い点、等日本での経験をインタビューした。   

来日の理由として＜母国にはない介護に
ついて学ぶ＞＜日本の介護技術を身につけ
る＞＜日本で働くことへの憧れ＞＜キャリ
アとしての海外経験＞＜EPA の自己負担の
少なさ＞が挙げられた。職務上では、＜時間
感覚＞＜職員間のコミュニケーション方法
＞＜残業への意識＞に母国と日本との違い
を感じ、＜介護が何をするのかを理解するこ
と＞＜日本語でのコミュニケーション＞＜
方言の理解＞＜専門用語の理解＞＜看護師
への利用者の状況の報告＞＜認知機能の低
下した利用者とのコミュニケーション＞に
困難を感じていた。 

 

（４）ガイドラインの構成要素の検討とガイ

ドライン作成、修正 

 上記文献検討とヒアリング、インタビュー
の結果を踏まえ、ガイドラインは、多様な背
景を持つ人と共に働いていくために必要な
基本的な知識や態度についての共通項目、職
種や立場別の役割の中で遭遇する文化的相
違に対する態度や行動について管理者・日本
人職員・外国人職員の別に構成した。それぞ
れの項目内容を以下表 3 に示す。外国人職員
向けは簡便な日本語表記とし、振り仮名や絵
を用いた。 

 文化看護に関する学識者や外国人受け入
れ経験を有する看護介護管理者、外国人介護
職にガイドラインに対する意見や感想、わか
りにくい点、強化すべき内容、修正の必要な
点、などのヒアリングをおこない、現在更な
るガイドラインの修正と実用・汎用性の向上
に取り組んでいる。 

 

表 3．ガイドラインの構成 

１．本ガイドラインの目的・基本的考え方 

２．用語の定義 

３．活用方法 

４．共通項目 

① 文化とは 

② 文化を認識する 

③ 文化についての知識をもつ 

④ 文化についての感受性をもつ 

⑤ 文化的な能力を身につけるために 

５．管理者向け項目 

① 管理者としての方針の明確化 

② 利用者・家族や職員が文化的感受性の向

上への管理者の行動 

・利用者・家族に対して 

・日本人職員に対して 

・外国人職員に対して 

・文化の多様性を尊重する組織の醸成 

６．日本人職員向け項目 

① 自分の文化を知る 

② 他者との違いを知る 

③ 他者との違いを尊重する 

④ 違いを知ったうえで行動する 

⑤ 外国人職員とともに働くための態度や知

識 

７．外国人職員向け項目 

① 自分の文化を知る 

② 他者との違いを知る 

③ 他者との違いを尊重する 

④ 違いを知ったうえで行動する 

⑤ 日本の高齢者施設で働くための態度や知

識 

８．参考となる本やウェブサイト 

  

（５）まとめと今後の課題 

 本研究では、介護保険施設における文化的
感受性を高めることを目指したケア管理ガ
イドラインの作成をおこなった。英国や日本



 

 

における外国人受け入れ経験を有する教育
者や高齢者施設職員から、日本人、外国人に
関わらず、まず自身の文化を知ること、そし
て他者の持つ文化的背景を知ること、違いに
気付き、それを認識し、尊重する態度を身に
つけることが文化的感受性につながること
が示唆され、これらを考慮した内容をガイド
ラインの項目とした。文化的感受性は、国籍
や宗教、言語や生育背景の違いのみでなく、
職種の違いや所属の違い等、多様な文化的背
景をもつ他者と協働していく上で必要とな
る。介護保険施設で働く日本人・外国人職員、
そして利用者とその家族の多様性は今後よ
り広がりをみせることが予想される。文化的
感受性を高め、自己と他者の違いを認め、配
慮、尊重する能力を身につけていけるよう、
今後も取り組みが必要であると考えられる。 

本研究の今後の課題として、研究協力を得
られた対象は、国籍や所属施設が限られてお
り、今後はより広範な対象へのヒアリングや
インタビューを実施することで、施設特性や
より多様な文化的背景に対応できるよう、実
用性・汎用性の検討をおこなうことが必要で
ある。また、実際の介護保険施設での試用に
よりその効果を検討していくことで、本ガイ
ドラインの洗練をおこなう必要がある。 
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